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ながる　豊かな心を育む　未来に

ひろがる　はむらの学び
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▲市公式サイト

プリモホールゆとろぎは開館20周年を迎えます。（特集P.2 ～ 3）

ゆとろぎで感じませんか、「特別なひととき」を
ゆとろぎで始めませんか、「やりたいこと」を
ゆとろぎでつながりませんか、「気の合う人」と

「はむらのコミュニティ・スクール」 



　
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
は
、お
か
げ
さ
ま
で
開
館
２０
周
年
を
迎
え
ま
す
。ゆ
と
ろ
ぎ
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的

な
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
た
く
さ
ん
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
大
学
、企
業
な
ど
と

の
連
携
に
よ
り
、様
々
な
鑑
賞
事
業
や
学
習
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「 

感
じ
る 

ゆ
と
ろ
ぎ
　
つ
な
が
る 

ゆ
と
ろ
ぎ 

」

　ゆとろぎの開館20周年を市民の皆さんや関係団体等と祝い、更なる生涯学習
と交流の充実・発展の機会とするため、舞台公演・展示・交流事業など多種多様
な特別記念事業を行います。
　将来にわたり、市民の皆さんが学び合い、新たなこ
とに出合い、多様な活動ができる場としての価値を見
つめ直す契機となるよう「感じる ゆとろぎ　つなが
る ゆとろぎ」をテーマに取り組んでいます。

　公演チケットは、「ゆとろぎ
インターネットチケットサービ
ス」からコンビニ発券、又は電
子チケットを選択し、購入でき
ます。また、チケットの予約の
みで、ゆとろぎ窓口で支払・発
券の方法も選択できます。

気
付
け
ま
し
た
。

　

開
館
20
周
年
の
羽
村
市
文
化
祭
で
は
、市
民

合
唱
団
を
立
ち
上
げ
、合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
大
学
や
企
業
と
の
連
携

　

令
和
３
年
９
月
に
国
立
音
楽
大
学
と
連
携
協

定
を
結
び
、毎
年
、教
授
ら
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
や
、学
生
が
企
画
し
演
奏
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
美
術
大
学
と
は
、令
和
２
年
度
か
ら

「
羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。学
生
が
羽
村
市
を
訪
れ
、

街
の
文
化
や
自
然
な
ど
か
ら
着
想
を
得
て
ア
ー

ト
作
品
を
制
作
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

新
鮮
で
新
た
な
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、大
学
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
て
、講
演
会
や
地
元
企
業
と
連
携
し
た
講
座
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

音
楽・芸
術・美
術
の
感
動
体
験
！

意
外
と
知
ら
な
い
？
地
元
の
ス
ポ
ッ
ト

◀イベント情報
　(市公式サイト)
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平
成
17
年
度

◦��

10
月　
羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
竣
工

◦�

３
月　

開
館
式
典
挙
行
、「
ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業
運
営
市
民

の
会
」発
足

平
成
20
年
度

◦��

開
館
３
周
年
記
念
事
業「
は
む
ら
の
第
九
」演
奏
会
開
催

◦�

第
１
回
子
ど
も
体
験
塾
を
開
催

平
成
23
年
度

◦��

３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
発
生
、計
画
停
電
を
実
施
し
、

３
月
末
ま
で
休
館
、４
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
夜
間
閉
館

平
成
24
年
度

◦�

第
43
回
羽
村
市
文
化
祭
よ
り
、文
化
協
会
主
幹
事
業
か
ら
実

行
委
員
会
形
式
に
改
変

◦�

第
１
回
伝
統
文
化
交
流
事
業
ｉｎ
ゆ
と
ろ
ぎ
開
催

平
成
27
年
度

◦�

開
館
10
周
年
記
念
式
典
を
フ
ォ
レ
ス
タ
コ
ン
サ
ー
ト
と
共

に
開
催　
そ
の
他
記
念
事
業
12
事
業
実
施

平
成
28
年
度

◦�

市
民
の
会
芸
術
鑑
賞
部
会
に
お
い
て
、ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の

ピ
ア
ノ
に
触
れ
ら
れ
る
、大
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
体
験
を
開
始

◦�

杏
林
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、学
生
連
携
企
画

講
座
を
開
催（
以
降
、毎
年
実
施
）

平
成
29
年
度

◦�

ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
特
別
公
演
を
開
始　

◦��

東
京
消
防
庁
音
楽
隊
の
協
力
の
下
、避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催

開館20周年特別記念事業 特
集

プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ

開
館
２０
周
年

ゆとろぎイベント情報

■
ク
ラ
シ
ッ
ク
も
観
劇
も
笑
い
も
！

　

通
年
で
、ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
落
語
、

演
劇
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、伝
統
芸
能
な
ど
多
様
な

ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
、宝
く
じ
文
化
公
演「
ア
ニ
ソ
ン
フ

ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」、地
域
住
民
の
た

め
の
コ
ン
サ
ー
ト「
仲
道
郁
代
ピ
ア
ノ
・
リ
サ

イ
タ
ル
」、音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ラ
ブ
・
レ

タ
ー
」、「
ア
イ
ヌ
文
化
公
演
」、「
ゆ
と
ろ
ぎ
お
笑

い
ラ
イ
ブ
」な
ど
、良
質
な
ホ
ー
ル
公
演
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
同
し
、「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本

の
う
た
」「
民
謡
魂 

ふ
る
さ
と
の
唄
」な
ど
人

気
番
組
の
公
開
収
録
を
実
施
し
、地
域
の
活
性

化
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、教
養
を
深
め
る
講
座
や
絵

画
・
立
体
作
品
な
ど
様
々
な
美
術
作
家
の
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
が
主
役
の
催
し
物

　

長
年
に
わ
た
り
開
催
し
て
い
る
羽
村
市
文
化

祭
は
、令
和
元
年
度
に
50
回
目
の
開
催
を
迎
え

ま
し
た
。記
念
の
特
別
企
画
と
し
て
、市
民
参
加

型
の
ゆ
と
ろ
ぎ
オ
ペ
ラ「
カ
ル
メ
ン
」や
Ｏ
ｙ
ａ

ｊ
ｉ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、「
指
導
者
展
」

「
わ
た
し
の
夢
展
」な
ど
で
、館
内
を
盛
大
に
活

平
成
30
年
度

◦��

音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、羽
村

市
出
身
の
若
手
音
楽
家
や
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催

令
和
元
年
度

◦�

子
ど
も
体
験
塾
で
武
蔵
野
美
術
大
学
と
連
携

◦��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
一
部
事
業
を

中
止
、全
館
活
動
自
粛
要
請

令
和
２
年
度

◦�

武
蔵
野
美
術
大
学
と
羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
始
動

◦�

国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
、施
設
休
館
や
開
館
時
間
を
縮
小
、事
業
の
中
止

や
延
期
、規
模
縮
小
等
の
対
応
が
相
次
ぐ

令
和
３
年
度

◦�

国
立
音
楽
大
学
と
連
携
協
定
締
結
、市
民
向
け
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催（
以
降
、毎
年
実
施
）　　

令
和
４
年
度

◦�

株
式
会
社
プ
リ
モ
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー

協
定
を
締
結
、愛
称
が「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
」と
な
る

令
和
５
年
度

◦�

日
野
自
動
車
株
式
会
社
親
和
会
の
協
力
の
下
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
講
座
を
開
始

◦�

羽
村
市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
更
改
し
、施
設
予
約
の

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
を
可
能
に

令
和
６
年
度

◦�

ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
導
入
、電

子
チ
ケ
ッ
ト
利
用
開
始

◦�

市
民
の
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、生
涯
学
習
講
座
を

三
つ
の
テ
ー
マ
で
実
施

2はむらの教育　7.9.1

◀ゆとろぎ
　インターネット・
　チケットサービス

▲ゆとろぎオペラ
　「カルメン」

▲武蔵野美術大学
　「羽村ゆとろぎアーツ
　プロジェクト」

◀ゆとろぎ
　開館20周年
　記念事業の一覧
　（市公式サイト）



◀市公式LINE

Ｑ
．�主
な
活
動
内
容
と
メ
ン
バ
ー
は
？

Ａ
．�小
物
や
バ
ッ
グ
、タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な

ど
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
を
制
作
し

て
い
ま
す
。50
～
80
代
の
手
芸
好
き

な
女
性
12
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．�趣
味
の
活
動
を
始
め
た
い
人
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
？

Ａ
．�自
分
の
興
味
関
心
を
明
確
に
し
て
、

雰
囲
気
の
合
う
サ
ー
ク
ル
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。不
安
で
あ
れ
ば
友
人
と

参
加
す
る
と
良
い
で
す
。

Ｑ
．�皆
さ
ん
に
と
っ
て
ゆ
と
ろ
ぎ
は
ど
ん

な
存
在
で
す
か
？

Ａ
．�自
分
た
ち
の
活
動
以
外
に
も
コ
ン
サ

ー
ト
を
始
め
と
し
た
舞
台
芸
術
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、都
心
に
出
向
か
ず

に
近
く
で
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
場
所

で
す
。楽
し
い
サ

ー
ク
ル
も
沢
山
あ

り
、人
生
が
豊
か

に
な
り
ま
す
。

第
２
・
４
水
曜
日

活
動
日

Ｑ
．�主
な
活
動
内
容
と
メ
ン
バ
ー

は
？

Ａ
．�20
～
60
代
の
女
性
で
作
り
た
い

も
の
を
決
め
、現
在
は
小
ぶ
り

の
一
輪
挿
し
を
テ
ー
マ
に
講
師

か
ら
コ
ツ
な
ど
を
教
わ
り
な
が

ら
作
陶
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．�趣
味
の
活
動
を
始
め
た
い
人
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

Ａ
．�無
理
せ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
に
気
軽

に
始
め
る
気
持
ち
で
よ
い
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
．�皆
さ
ん
に
と
っ
て
ゆ
と
ろ
ぎ
は

ど
ん
な
存
在
で
す
か
？

Ａ
．�同
じ
趣
味
を
も
つ
仲
間
と
交
流

が
で
き
、日
常
生
活
に
新
た
な
発

見
や
創
作
へ
の
喜
び
、達
成
感
を

も
た
ら
し
て

く
れ
る
場
所

で
す
。

活
動
日

月
２
回

（
土
曜
日
・
日
曜
日
）

■
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
公
演
・
講
座
事
業
を
企
画
運
営

日
々
の
活
動
で
人
生
が
豊
か
に
な
る
！　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
の
市
民
の
活
動 

▲ゆとろぎ公式
　Instagram

▲ゆとろぎ公式X

平
成
17
年
度

◦��

10
月　
羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
竣
工

◦�

３
月　

開
館
式
典
挙
行
、「
ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業
運
営
市
民

の
会
」発
足

平
成
20
年
度

◦��

開
館
３
周
年
記
念
事
業「
は
む
ら
の
第
九
」演
奏
会
開
催

◦�

第
１
回
子
ど
も
体
験
塾
を
開
催

平
成
23
年
度

◦��

３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
発
生
、計
画
停
電
を
実
施
し
、

３
月
末
ま
で
休
館
、４
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
夜
間
閉
館

平
成
24
年
度

◦�

第
43
回
羽
村
市
文
化
祭
よ
り
、文
化
協
会
主
幹
事
業
か
ら
実

行
委
員
会
形
式
に
改
変

◦�

第
１
回
伝
統
文
化
交
流
事
業
ｉｎ
ゆ
と
ろ
ぎ
開
催

平
成
27
年
度

◦�

開
館
10
周
年
記
念
式
典
を
フ
ォ
レ
ス
タ
コ
ン
サ
ー
ト
と
共

に
開
催　
そ
の
他
記
念
事
業
12
事
業
実
施

平
成
28
年
度

◦�

市
民
の
会
芸
術
鑑
賞
部
会
に
お
い
て
、ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の

ピ
ア
ノ
に
触
れ
ら
れ
る
、大
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
体
験
を
開
始

◦�

杏
林
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、学
生
連
携
企
画

講
座
を
開
催（
以
降
、毎
年
実
施
）

平
成
29
年
度

◦�

ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
特
別
公
演
を
開
始　

◦��

東
京
消
防
庁
音
楽
隊
の
協
力
の
下
、避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催

～
文
化
協
会
学
習
文
化
講
座
か
ら

　
　
立
ち
上
が
っ
た
サ
ー
ク
ル
～

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト

Ａ
ｕ
ｒ
ｉ
ｉ 

ｈ
ｉ
ｎ
ａ

～
生
涯
学
習
初
心
者
向
け

　
　
講
座
か
ら
立
ち
上
が
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

 

サ
ー
ク
ル
～

陶
研
会

～
次
世
代
を
担
う

　
　
　
　
若
い
方
々
の
声
～

子
ど
も
劇
場
西
多
摩

は
む
ら
ブ
ロ
ッ
ク

Ｑ
．�主
な
活
動
内
容
と
メ
ン
バ
ー
は
？

Ａ
．�10
～
80
代
の
男
女
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、「
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
環
境
づ

く
り
」を
テ
ー
マ
に
遊
び
や
文
化
、自
然

体
験
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
て

い
ま
す
。�

Ｑ
．�ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
人

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

Ａ
．�地
域
で
何
か
活
動
し
た
い
方
、誰
か
の

た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

は
ま
ず
は
、活
動
日
に
の
ぞ
き
に
来

て
、気
軽
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
．�皆
さ
ん
に
と
っ
て
ゆ
と
ろ
ぎ
は
ど
ん

な
存
在
で
す
か
？

Ａ
．�人
が
気
軽
に
集
え
る
場
。市
内
に
こ
の

よ
う
な
施
設
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、こ
の

活
動
が
で
き
、人
生

を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
存
在
で
す
。

活
動
日

第
３
日
曜
日

（
地
域
の
あ
そ
び
ば
）

ゆとろぎSNS情報

  Interview

  Interview

  Interview

❸❸

■
サ
ー
ク
ル
で
集
ま
っ
て
仲
間
と
楽
し
む

❶❶

❷❷

　イベントの案内や施設に関する
お知らせ、日常などを配信中！

　友だち追加後、受信設定で「イ
ベント・観光情報」「ゆとろぎ
からのお知らせ」にチェックを
入れてください。

平
成
30
年
度

◦��

音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、羽
村

市
出
身
の
若
手
音
楽
家
や
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催

令
和
元
年
度

◦�

子
ど
も
体
験
塾
で
武
蔵
野
美
術
大
学
と
連
携

◦��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
一
部
事
業
を

中
止
、全
館
活
動
自
粛
要
請

令
和
２
年
度

◦�

武
蔵
野
美
術
大
学
と
羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
始
動

◦�

国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
、施
設
休
館
や
開
館
時
間
を
縮
小
、事
業
の
中
止

や
延
期
、規
模
縮
小
等
の
対
応
が
相
次
ぐ

令
和
３
年
度

◦�

国
立
音
楽
大
学
と
連
携
協
定
締
結
、市
民
向
け
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催（
以
降
、毎
年
実
施
）　　

令
和
４
年
度

◦�

株
式
会
社
プ
リ
モ
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー

協
定
を
締
結
、愛
称
が「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
」と
な
る

令
和
５
年
度

◦�

日
野
自
動
車
株
式
会
社
親
和
会
の
協
力
の
下
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
講
座
を
開
始

◦�

羽
村
市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
更
改
し
、施
設
予
約
の

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
を
可
能
に

令
和
６
年
度

◦�

ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
導
入
、電

子
チ
ケ
ッ
ト
利
用
開
始

◦�

市
民
の
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、生
涯
学
習
講
座
を

三
つ
の
テ
ー
マ
で
実
施

　

ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業
運
営
市
民
の
会
は
、
ゆ
と
ろ
ぎ
と
協
働

で
公
演
や
講
座
事
業
を
企
画
運
営
す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。「
芸
術
鑑
賞
」「
学
習
文
化
」「
展
示
」「
情
報
発
信
」の
部
会
と

「
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト
」「
保
育
」「
舞
台
サ
ポ
ー
ト
」「
植
栽
」の
サ

ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
市
民
目
線
の
事
業
の
企
画
や
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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はむらの学校教育 ～ 全ての子供のよさと可能性を引き出し、伸ばす ～

望ましい習慣の形成　―社会の形成者としての基盤づくり―

生涯を通じて健康・安全で活力ある
生活を送るための基礎の形成

体験活動および道徳科の授業の充実
伝統・文化理解教育の推進

キャリア教育の推進各教科の授業の充実

生
か
す

言
葉
の
力

高める

深
め
る

特
別
支
援

伝
統
・

文
化

生
き
方

特別支援教育の充実

自尊感情の醸成

組織

人材

地域の
教育資源

子供

学力 人間関係
形成能力 感性・情緒 指導力

教師

子供との
信頼関係

地域との
信頼関係

保護者との
信頼関係

自己有用感
安定

不安

自己成長感

自己効力感

❶ 子供が学ぶ喜びと自信をもてる学校　❷ 保護者・地域から信頼される学校　❸ チーム力を生かし、主体的に課題を解決する学校
❶ 共に学び続ける教師　❷ 師弟同行・率先垂範する教師　❸ 子供の自尊感情を高める教師
❶ 主体的に学ぶ子供　❷ 励まし合い、支え合い、高め合う子供　❸ 自己実現に努める子供

　変化の激しい、先行き不透明な時代に求められる学校支援として、揺るぎない方向性の明示があります。教育委員会では、「はむらの学校教育」と題する全体構想（グランドデザイン）を策定し、
全ての小・中学校と共有しています。各学校が時代を超えて変わらないもの、すなわち教育の不易に改めて着目し、それらを日々の教育活動の基盤に据えることにより、全ての子供のよさと可能
性を引き出し、伸ばす教育を進めてまいります。

　学校が家庭と協力しなが
ら、子供たちに望ましい習
慣を形成し、社会の形成者
としての基盤を築く。

◆ 授業指針に基づく授業づくり
　「力の付く授業」（教師の視点）
　「学ぶ意欲のわく授業」（子供の視点）

◆ 感動を伴う体験、多様な表現や鑑賞の活動
◆ 授業指針に基づく授業づくり
　「道徳性を養う授業」（教師の視点）
　「学ぶ喜びのある授業」（子供の視点）

◆羽村や日本の伝統・文化のよさを理解し、誇り
に思うとともに、他国の伝統・文化を理解し尊重
しながら文化交流ができる態度や資質を育む。

◆各教科等で学ぶことと自己の生き方とのつなが
りを見通しながら、社会的・職業的自立に必要な
資質・能力を身に付ける。

◆障害の状態や特性及び心身の発達の段階等の的
確な把握に基づく自立活動の充実
◆特別支援教室での指導の効果を、通常の学級に
波及（般化）◆ 学校における食育の推進並びに体力の向上に関する

　指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持増
　進に関する指導の充実

規律ある生活を送る

健康な心と体をつくる

人と進んで関わる

主体的に学ぶ

喜びをもって働く

【問合せ】学校教育課指導係（内線３７６）
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「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル 

ゆ
と
ろ
ぎ
」か
ら

刀
根
里
衣　
絵
本
原
画
展

期
間
…
９
月
13
日
㈯
ま
で

時�

間
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
…
展
示
室

入
場
料
…
無
料

第
84
回
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席

日�

時
…
９
月
20
日
㈯　
午
後
２
時
～
開
演

会
場
…
小
ホ
ー
ル

定
員
…
２
５
２
人（
全
席
自
由
席
）※
未
就
学
児
入
場
不
可

入
場
料
…
一
般（
前
売
）１
，０
０
０
円

　
　
　
　
一
般（
当
日
）１
，２
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
５
０
０
円

主�

催
・
制
作
…
公
益
社
団
法
人
落
語
芸
術
協
会

後
援
…
羽
村
市
教
育
委
員
会

ゲ
ー
デ
弦
楽
四
重
奏
団
演
奏
会  

日
時
…
10
月
21
日
㈫　
午
後
７
時
～
開
演

会
場
…
大
ホ
ー
ル　

定
員
…
８
５
４
人（
全
席
指
定
席
）　

※
未
就
学
児
入
場
不
可

入
場
料
…
無
料（
要
鑑
賞
券
）

※�

一
人
２
枚
ま
で　

共�

催
…
公
益
財
団
法
人
青
梅
佐
藤
財
団　
羽
村
市
教
育
委
員
会

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
推
進
課　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

�

【問合せ】郷土博物館　☎ 558-2561▲26歳頃の中里介山

「
郷
土
博
物
館
」か
ら

　中里介山は、羽村出身の作家で、長編時代小説
『大菩薩峠』が代表作として知られています。
　今年（2025年）で、生誕140周年を迎える中里
介山について、紹介します。
新聞社への入社と初連載
　明治39年（1906年）、介山は都

みやこ

新聞社へ入社し
ます。これは、当時の都新聞社主

し ゅ ひ つ

筆（編集や論説の
総責任者）田

た

川
が わ

大
だ い き ち ろ う

吉郎に高く評
価されてのことでした。
　その後、明治42年（1909年）に
は初めての連載小説「氷の花が

「都新聞」へ掲載されます。この
「都新聞」は、後に現在の「東京新
聞」となります。

創作活動
　都新聞社への入社によって生活が安定した介山
は、より一層創作活動に取り組んでいきます。
　明治43年（1910年）９月から大正２年（1913
年）３月にかけての約２年６ヶ月間で、都新聞で

「高
こ う

野
や

の義
ぎ じ ん

人」「島
し ま

原
ば ら

城
じょう

」「室
む ろ

の遊
ゆ う じ ょ

女」「文
も ん

覚
が く

」を連
載します。また、「島原城」の前編を『原

は ら

主
も ん

水
ど

』とい
う題で書籍として出版したり、都新聞社内に独身
者で構成される「独身会」を組織し、その機関紙「独
身」を創刊したりするなど、精力的に活動しまし
た。
　こうした創作活動を続けていく中で、介山は『大
菩薩峠』の着想を得ることになったのです。

羽村の文豪「中
な か

里
ざ と

介
か い

山
ざ ん

」③ 21 歳〜2 7 歳トピック

��

図
書
館
本
館
・
小
作
台
図
書
室

　
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
御
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、御
理
解
、御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
10
月
15

日
㈬
は
通
常
の
館
内
整
理
日
の
た
め
休
館
で
す
。）

　

詳
し
く
は
、「
広
報
は
む
ら
９
月
１５
日
号
」を
御
覧

く
だ
さ
い
。

期
間  

10
月
16
日
㈭
～
10
月
31
日
㈮

　
図
書
館
に
直
接
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
左
記
の
場
所
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

※�

Ｃ
Ｄ
、カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、Ｄ
Ｖ

Ｄ
、東
京
都
立
図
書
館
や
他
市
か
ら
の
借
用
資
料
、

Ｃ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
-Ｒ
Ｏ
Ｍ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
が
付
属
し

て
い
る
本
や
雑
誌
、リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、開

館
し
て
い
る
時
間
に
直
接
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●�

Ｊ
Ｒ
青
梅
線
羽
村
駅
改
札
前

　
24
時
間
利
用
可
能（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
小
作
駅
改
札
前

　
24
時
間
利
用
可
能（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
西
多
摩
農
協
本
店
内

　
午
前
８
時
～
午
後
９
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
東
児
童
館

　

�

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
木
曜
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

●
市
役
所
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
１５
分

「
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

 

は
む
ら
」か
ら

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

御
利
用
く
だ
さ
い
外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
設
置
場
所
及
び

利
用
可
能
な
時
間

強まる地球温暖化から食糧を考
える…今私たちが考えること
日時…９月13日㈯
時間…�午後１時30分～午後３時
　　　30分　　
会場…講座室１
定員…50人
参加費…500円
講師…櫻井 玄 氏

◀ゆとろぎ寄席
　（市公式サイト）

◀ゲーデ演奏会
　販売サイト

講座の御案内

市内の名所・旧跡などを知ろう
日時…９月27日㈯
時間…午後１時30分～午後３時
　　　30分
会場…講座室１
定員…50人　　
参加費…無料
講師…�一般社団法人

羽村市観光
協会観光ガ
イドの方々

▲ゲーデ弦楽四重奏団

▲�絵本「モカと
　幸せのコーヒー」
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四つの社会教育施設は四つの社会教育施設は
　　　　月曜祝日開館の場合、振替休館します　　　　月曜祝日開館の場合、振替休館します
　市の社会教育施設について、令和８年度から休館日の取扱を変
更します。御理解と御協力をお願いいたします。
　詳しくは、各施設まで問い合わせてください。
開  始  日　令和８年４月１日～
対象施設　�◦プリモホールゆとろぎ（☎570-0707）
　　　　　◦プリモライブラリーはむら（☎554-2280）
　　　　　◦Ｓ＆Ｄスポーツアリーナ羽村（☎555-0033）
　　　　　◦�郷土博物館（☎558-2561）
変更内容　 �  �月曜日が祝日の場合は開館し、翌平日を振替休館日

とします。
　　　　　　�〈例〉令和８年５月４日（月・みどりの日）開館
　　　　　　   ➡令和８年５月７日㈭休館
変更理由　◦�開館日に実施することが困難な修繕等の対応を迅速

に行うため
　　　　　◦運営経費の抑制等を図るため

教教  

育育  

随随  

想想
教
育
長
職
務
代
理
者羽

村　
章

　

昨
年
の
12
月
に
文
部
科
学
大
臣
は
中
央
教
育
審
議
会（
中

教
審
）に
対
し
て
、初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基

準
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。現
在
、中
教

審
は
こ
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
・
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
は
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
、２
０
３
０
年
度
以

降
、小
学
校
か
ら
順
次
、新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
な
る
予
定

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
行
わ
れ
た
関
東
甲
信
越
静
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合

会
の
研
修
会
で
、文
部
科
学
省
初
等
中
等
局
教
育
課
程
課
長

の
武
藤
久
慶
氏
か
ら
、前
述
の
諮
問
に
つ
い
て
の
説
明
と
、次

期
学
習
指
導
要
領
の
背
景
及
び
検
討
の
方
向
性
、デ
ジ
タ
ル

技
術
を
応
用
し
た
教
育
の
現
状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。氏
に
よ
れ
ば
、現
行
の
学
習
指
導
要
領
で

は
、主
体
的
に
学
ぶ
力
を
育
て
る
た
め「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
と
、英
語
教
育
を
５
・

６
年
生
で
正
式
な
教
科
と
し
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、次
期
学
習
指
導
要
領
に
つ
な
が
る
今

回
の
諮
問
で
は
、子
供
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
変
化

の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、主
体
的
学
習
能
力
や

世
界
の
共
通
語
で
あ
る
英
語
力
を
引
き
続
き
育
む
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、負
担
が
増
え
続
け
る
教
員
へ
の

対
応
も
必
要
で
あ
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
応
用
に
よ
り

授
業
時
間
を
短
縮
し
、余
裕
を
も
っ
た
学
校
運
営
を
行
っ
た

事
例
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。１
時
間
余
り
の
講
演
で
し
た
が
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
羽
村
市
で
は
、既
に
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
先
駆
け
、平

成
19
年
度
か
ら
小
学
校
全
学
年
で
英
語
教
育
を
開
始
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。答
申
そ
し
て
新
し
い
学
習
指
導
要
領

の
内
容
を
受
け
、各
学
校
が
よ
り
柔
軟
で
効
果
的
な
教
育
課

程
を
編
成
・
実
施
で
き
る
よ
う
、支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
誰
も
が
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、ス

ト
レ
ス
解
消
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
改
善
に
効
果
的
な
運
動
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
で
は
手
軽
に
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

「
羽
村
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。五
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
、体
力
に

合
わ
せ
て
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き

ま
す
。

　

Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
や
プ

リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
、市
役
所
１
階
総

合
案
内
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
頃
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
を〝
見
え
る
化
〟で
き
る
、

「
歩
い
て
帳
」を
毎
年
３
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
。毎
日
、一
日
に
歩

い
た
歩
数
や
距
離
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
年
度
の
羽

村
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
や
Ｓ
＆

Ｄ
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
羽
村
等
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

は
じ
め
よ
う
！ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◀�市公式サイトでも
紹介しています。

紹介しているコース
①�日野自動車羽村工場周回コース
　�富士見公園～日野自動車羽村工場

　（4.0km/60分/180kcal）
②富士見公園・武蔵野公園コース
　�スポーツセンター～富士見公園
　� （4.7km/71分/213kcal）
③羽村市動物公園・神明台コース
　�ゆとろぎ～羽村市動物公園
　� （4.1km/62分/180kcal）
④スポーツセンター・
　根がらみ前水田コース
　�スポーツセンター～宮の下運動公園
　� （4.0ｋｍ/60分/180kcal）
⑤羽村の堰（桜並木）コース
　�羽村駅～羽村堰     
　� （6.1km/92分/276kcal）

「
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
」か
ら

　
令
和
８
年
度
に
入
学（
転
学
）す
る
お
子
さ
ん
の
就

学
相
談
の
受
付
は
、９
月
30
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
お
子
さ
ん
の
発
達
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
、

情
緒
面
で
不
安
が
あ
る
方
な
ど
、就
学
に
当
た
っ
て

の
心
配
を
伺
い
、情
報
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、お
子
さ
ん
へ
の
支
援
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
す
。

　

相
談
が
遅
れ
る
と
、入
学
や
４
月
か
ら
の
転
学
ま

で
に
手
続
き
が
完
了
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、早
め
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】教
育
支
援
課
特
別
支
援
教
育
係（
内
線
386
）

令
和
７
年
度 

就
学
相
談
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　
☎
５
５
５-

０
０
３
３
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教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

S＆Dスポーツアリーナ羽村
（スポーツセンター）
S＆Dスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター）

090-5258-1223
090-1406-1223
090-3237-1331

　特定非営利活動法人羽村市スポーツ協会及び羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

「はむらの教育」を御覧になった意見・感想をお聞かせください
　　掲載内容の充実を図ることを目的として、御覧になった意見や感想をお聞かせください。
　頂いた意見等は、今後の紙面作りの参考とさせていただきます。 ▲ �意見等の

　入力フォーム
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昭
和
38
年
４
月
に
羽
村
卓
球
ク
ラ
ブ

を
結
成
し
、同
年
10
月
の
体
育
協
会
創

立
と
同
時
に
協
会
に
加
盟
し
、町
制
・
市

制
施
行
に
伴
い
現
在
の
名
称
に
改
称
し

ま
し
た
。

　
卓
球
ク
ラ
ブ
結
成
一
周
年
を
記
念
し

て
昭
和
39
年
に
開
催
し
た
大
会
が
、歴

史
あ
る
大
会
と
し
て
、現
在
の
総
合
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、昭
和
56
年
の
羽
村
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
大
会
や
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
開
館
を
記
念
し
て
誘
致
し

た
日
中
交
歓
卓
球
大
会
東
京
羽
村
大
会

は
、４
３
，０
０
０
人
の
町
民
の
歓
迎
を

受
け
、盛
大
に
行
わ
れ
、思
い
出
深
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、東
京
都
市
町
村
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大

会
及
び
西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
選
手
を
派
遣
す
る
と
と

も
に
、北
杜
市
と
の
交
流
大
会
や
ミ
ッ

ク
ス
オ
ー
プ
ン
大
会
の
開
催
、シ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
と
し

て
、大
会
や
研
修
会
を

主
管
す
る
な
ど
、老
若

男
女
を
対
象
に
、幅
広

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、一
緒
に
卓
球

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
５
５　  

１
６
９
８

加
盟
団
体
の
紹
介
⑤

　

羽
村
市
卓
球
連
盟

羽
村
市
文
化
協
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
７
９　  

２
７
７
２

■�第106回ゆとろぎサロンコンサート　～アンデスの風を感じて～
�　�【日時】９月７日㈰　正午～午後０時45分（予定）
　�【会場】ゆとろぎ３階創作室１　【定員】50人（入場無料、直接会場へ）
　�【出演】�あきる野南米音楽愛好家　�【曲目】コーヒールンバ、コンドルは飛んでいく　他
　�【共催】羽村市文化協会、羽村市教育委員会、羽村市音楽連盟
■第56回羽村市文化祭　　【期間】10月12日㈰～11月3日（月・祝）

開会式　10月12日㈰　小ホール
展示発表 特別企画
10月15日㈬～ 19日㈰ 1期（写真・手工芸・いけ花など）

10月12日㈰
生涯学習文化講演会

「人生100年時代健康寿命を延伸して
アクティブ・ライフを！」
講師・渡辺一志 氏（大阪公立大学客員教授）

10月22日㈬～ 26日㈰ 2期（絵画・陶芸・俳句など）
10月29日㈬～ 11月2㈰ 3期（書道・ニットなど）
ホール発表
10月18日㈯ 洋舞、芸能　他
10月19日㈰ 邦楽

10月13日
（月・祝）

「ふれあいステージ」
山梨県北杜市ギターアンサンブル
西川元の弾き語りライブ
日本航空高等学校石川ウィングダンスカンパニー

10月25日㈯ 合唱
10月26日㈰ 洋楽器、芸能　他
11月1日㈯ 日舞
11月2日㈰ 洋舞、芸能　他
体験教室（ホール部門） 11月3日

（月・祝） 合唱とオーケストラの響10月18日㈯ フォークダンス
10月19日㈰ クラシックバレエ、大正琴 小・中学生習字及び俳句・私の夢展（一般市民）公募

〈応募方法〉応募用紙を9月2日㈫～ 9月20日㈯までにゆとろぎ窓口
にお持ちください。※私の夢展はA5サイズ、紙の色は自由です。用
紙は、御自分で用意し、自由に絵や文字を描いてください。
※俳句のみ、ゆとろぎ窓口で指定用紙を配布します。

10月25日㈯ マジック

11月1日㈯ 歌声喫茶、詩吟 都立羽村高校美術部・書道部の展示、ボランティア参加（10/29 〜 11/2）
地域活動支援センターⅠ型事業「あおば」・書道展示（10/15 〜 11/2）
3階にて　ふれあいサロン（カフェは、期間中の金〜日開催）
1階にて　ふれあいカフェ・チャリティーバザー（期間中の土・日開催）
都立羽村特別支援学校による展示（10/15 〜 19）・ホール発表

（10/26小ホール）・クッキー販売（土・日）

体験教室（展示部門）

開催期間中の各展示会場で実施します。

【主催】第56回羽村市文化祭実行委員会　【後援】羽村市、羽村市教育委員会、羽村市文化協会


